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一般社団法人 日本応用地質学会 

平成 28 年度・2016年度 

第６回国際委員会 議事録(案) 

 

日  時 : 2017年 1月 16日（月） 15:00～17:30 

場  所 ： 京都大学防災研究所 セミナー室（Ｅ－４１７Ｄ） 

出席者 ：伊藤委員長、菊地委員、山下委員、横尾委員、山田幹事 

委任状提出：越谷委員、徳楠委員、伝法谷委員、林委員、水野委員、百瀬委員 

陪席：千木良 IAEG Japan National Group 代表、茶石顧問 

 

議事: 

１. 前回議事録(案)の確認 

・前回(2016 年 11 月)に開催した委員会の議事録(案)を了承した。 

・国際会員へのメール配信２件（論文投稿、Newsletter）は、速やかに対応する。 

・「中国工程地質大会参加報告書」について、写真提供を受けて報告書に追加した上で、学会誌４月号への

掲載を目標に準備する。 

２. ＩＡＥＧ JAPAN 運営委員会活動について 

（１）確認事項 

①次年度計画 

・平成 27 年度アクションプランに関連して、アクション実施結果に対する主担当の評価コメント案について、

説明がなされた。内容について一部訂正した上で、次回総務委員会での検討資料として提出する。 

・平成 28年度事業計画に対する活動結果および平成 29年度事業計画案について、説明がなされた。内容

について一部訂正した上で、次回総務委員会での検討資料として提出する。 

・平成 29年度事業計画案の中で、『会誌「応用地質」に国際委員会から積極的に記事を投稿する。』とした。

そのために、IAEG Bulletinに掲載された論文を国際委員が中心になって紹介する記事を連載することとし

たい。理事会でこの案が承認されれば、IAEG Bulletinからの図表等の転載許可について IAEG事務局へ

事前に確認を入れておく。 

②11th Asian Regional Conference（以下、ARC）関連 

・調査団募集の会告案について、説明がなされた。内容について一部訂正した上で、学会事務局長宛てに

1/17（火）中に提出する。 

・現在日本国内では、当会議の現地ホームページにアクセスできない状況となっているため、継続して問題

解消に努める。 

③Ｃ３７関連 

・現在の進捗状況について、説明がなされた。今後、用語の日本語訳を行うタイミングで、必要に応じて国際

委員会でサポートを行っていく。 

④IAEG Online Survey 2016 関連 

・IAEG から送付された Report について、説明がなされた。「Feed-back about Bulletin dispatch」「Most 

Concerned Topics of Engineering Geology」の２点については、今後 IAEG事務局より確認要請が来た時点

で対応する。 

（2）その他 



①The 4th Slope Tectonics Conference 関連 

・当会議の開催概要について、説明がなされた。今後、学会 HP および MLでの周知を行う。 

 

３. ホームページ関係 

（１）JSEG 英語版 HP 

・引き続き、当 HPの全面リニューアルへ向けた対応を進めていく。 

（2）JSEG 日本語版 HP 

・今後開催予定の国際シンポジウムについて、周知情報を更新した上で、HPにて周知する。 

・当 HPは随時更新中。国際会議情報も含めて、１～２ヶ月に１度は掲示情報を更新する。 

・当 HP の更新対応について、補佐役として委員会幹事にも編集権限を加えることで、広報・情報委員長へ打

診する。 

 

４. その他の情報 

・国際委員１名の退任予定（定年退職に伴う）があるため、次回委員会までに後任者の選定を行う。 

・次回委員会（平成 28 年度_第７回）は、3/16（木）15 時から学会事務局にて開催予定とする。 

 

以 上 


